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1．景観計画とは

景観計画は、景観法に基づき、景観行政団体が景観行政を進めるために、良好な景観の形成のための基

本的な方針、行為の制限に関する事項を定める計画です。

景観計画を策定することにより、一定規模以上の建築物の建築等の行為に対する届出や、景観重要建造

物や樹木の指定、景観協定など景観法に規定する制度が活用できるようになります。

※景観行政団体:景観法に基づき、景観計画を定めることができる県及び市町村

2．勝山市景観計画の策定及び改定の背景

勝山市は、周囲の山々と九頭竜川をはじめとする多くの河川からなる豊かな自然環境に囲まれています。

そして、勝山市には 1億 2千万年前、恐竜が存在していたことや縄文時代にも人々が暮らしていたことが分

かっています。この地で人々が暮らし、中世の平泉寺、近世の城下町、近代の織物業などいろいろな歴史や文

化が生まれてきました。豊かな自然環境、歴史や文化、人々の暮らしなどが相まって、勝山特有の景観が生み

出され、楽しみ、そして守り伝えられてきました（参考資料-8）。

平成16年（2004）に国の景観法が施行されると、勝山市は平成18年（2006）景観法に基づき景観計画

を定めることができる景観行政団体となり、平成23年（2011）に「勝山市景観計画」を策定し、合わせて「勝

山市景観条例」を制定しました。景観計画策定時には、眺望景観の保全を目的に、屋外広告物の禁止エリアを

拡張し、撤去や改修に対し支援を行いました。さらに、景観形成地区（Ｐ37）を中心に伝統的建築物や門、石積

みなどの外観改修や修景に対し継続的な支援を行い、特徴的なまちなみ景観の保全を行っています（Ｐ87及び

参考資料-14）。

景観計画策定以前にも、景観に重点を置いたまちづくりが展開され、景観形成が図られてきました。その後も、

図 1-1 に示すような景観に関連する各種計画と相互連携し、景観形成を図っています。

今後、北陸新幹線福井・敦賀開業や、中部縦貫自動車道の県内全線開通などの広域的な道路交通網の

進展により、勝山市内への観光客入込数の増加が見込まれ、まちづくりへの好循環が期待されます。

その一方で、人口減少や少子高齢化の進展に伴い、空き家・空き地の増加が考えられ、市民からも対策を

要望する声が高まってきています。さらに、近年では脱炭素社会の実現に向けた再生可能エネルギー発電施

設（太陽光発電施設や風力発電施設など）の発展・普及に伴う大規模な施設の設置や、デジタル化で需要

が高まる無線通信に関する電波塔の増加など、景観への影響が懸念される事例が全国的に広がってきてい

ます。令和 2年度に実施した市民アンケートからは、勝山市の豊かな自然環境の保全を重要視していること

を読み取ることができ、景観形成を取り巻く社会経済情勢の変化への対応が求められています。

今回、関連計画との整合・連携を図りながら、勝山市の景観を取り巻く社会情勢の変化を踏まえ、今後も勝山

市の優れた景観を守り、継承し、地域の特性を生かした持続可能なまちづくりを実現するため、本計画を改定す

ることとします。

第 1章 勝山市景観計画の役割・構成等
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景観法
(平成 16 年(2004)6 月制定)

（委任規定）

（自主規定）

勝山市景観条例

(平成 23 年(2011)12 月制定)

〔改定〕勝山市都市計画

マスタープラン
(令和 4 年(2022)6 月策定)

自然環境の保全・景観形成

基づく

福井県屋外広告物条例

(昭和 39 年(1964)10 月制定)

屋外広告物の制限

第6次勝山市総合計画
(令和 4 年(2022)3 月策定)

地域を知り学び、
自然や文化の保存、活用する

図１－１．勝山市景観計画の位置づけ

勝山市景観計画

(平成 23 年(2011)12 月

策定)

景観法第８条に

規定する事項

即す

適合

景観に関連する計画
連携

適合

活動の踏襲

地域資源の保全・
活用・課題解決

歴史・文化の
継承

勝山市文化財保存活用地域計画

(令和 4年(2022)12 月策定)

空家等の予防と
活用促進

勝山市空家等対策計画

(平成 31 年(2019)3 月策定)

緑の保全・創出

勝山市緑の基本計画

(平成 9年(1997)3 月策定)

福井ふるさと広域景観

ガイドライン

(平成 29 年(2017)3 月策定)

広域景観の保全
と観光活用

勝山市農業・農村ビジョン

(平成 25 年(2013)6 月策定)「農」を育て・創り、
活かし、つなぐ

四季の景観を

活かした誘客

勝山市観光振興ビジョン

(平成 23 年(2011)6 月策定)

教育に関する大綱

(平成 27 年(2015)10 月策定)担い手の育成、
自然体験学習

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク

推進実施計画

(平成 28 年(2016)6 月策定)

勝山市エコミュージアム

推進計画

(平成 14 年(2002)10 月策定)
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勝山市の景観特性
勝山市が未来に残したい美しい原風景である眺望景観、自然景

観、歴史景観、まち集落景観、施設景観の分野ごとに、景観の特性を

整理しています。

図１－２．勝山市景観計画の構成

勝山市景観計画の推進

に向けての方策

市民と行政が育む協働の景観づくりの推進に必要な方策を示して
います。

○景観計画区域 （法第 8条第 2項第 1号関係）

勝山市景観計画の対象とする区域を定めています。
○良好な景観の形成に関する方針（法第 8条第 3項関係）

良好な景観の保全と形成のための基本目標、基本方針などを

定めています。
○良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項

（法第 8条第 2項第 2号、第 61 条関係）

景観計画区域及び景観形成地区における行為の制限内容と届

出の対象となる行為を定めています。
○景観重要建造物及び景観重要樹木の指定の方針

（法第 8条第 2項第 3号関係）

良好な景観の保全と形成に重要な役割を担う景観重要建造物

と景観重要樹木を指定する場合の方針を定めています。
○屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関す

る行為の制限に関する事項
（法第 8条第 2項第 4号ｲ関係）

屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関

する基本的方針と新たに禁止地域に追加する区域を定めていま

す。
○景観重要公共施設の整備に関する事項及び占用許可の基準

（法第 8条第 2項第 4号ﾛ関係）

良好な景観の形成に重要な役割を担う景観重要公共施設を定

め、その整備に関する方針を示しています。
○景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項

（法第 8条第 2項第 4号ﾆ関係）

景観農業振興地域整備計画を策定する場合の基本的な事項を

定めています。

景観法に基づく事項

3．勝山市景観計画の役割と構成

勝山市は、白山平泉寺旧境内、福井県立恐竜博物館、法恩寺山リゾートや、地域固有の数多くの地域資

源に恵まれています。また、霊峰白山とそれにつながる加越国境の山々、盆地に広がる田園空間と盆地を縦

貫して流れる九頭竜川に特徴づけられ、まさしく、まち全体が大地の公園となっています。

これら地球や動植物、人類の活動によって創られた、眺望景観やふるさとの原風景を保全・継承し、磨きを

かけていくことが、現在に生きる私たちの重要な責務であります。

勝山市景観計画は、市民、団体、行政が一体となって、美しい自然景観や眺望景観、固有の歴史景観など

を市民共有の資産として未来へと残し、さらにこれらと調和のとれた景観の形成を進めていくための指針の

役割を果たすものです。

勝山市景観計画は、大きく下図に示すような構成となっています。
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図１－３．勝山市景観計画区域図

4．勝山市景観計画区域

（景観法第8条第 2項第 1号関係）

勝山市では、市全域において良好な景観の形成を図るため、景観計画に定める「景観計画区域」を下図

に示すように勝山市全域とします。

「景観計画区域」では、一定規模を超える建築物や工作物等の建築や土地の開発等の行為について、景

観形成方針及び行為の制限を定めるとともに、市への届出が必要となります。


